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 新
年
の
ご
挨
拶
 

  

二
０
一
四
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
職
長
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
野
田

工
業
株
式
会
社
の
災
害
防
止
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
心
よ

り
感
謝
す
る
と
共
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
 

 
 

 
今
年
か
ら
の
建
設
業
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
加
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
開

催
の
決
定
に
よ
り
、
建
設
需
要
は
確
実
に
増
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

当
社
は
昨
年
発
生
し
て
し
ま
っ
た
重
大
災
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
原
点
に

返
っ
た
『
現
場
第
一
主
義
』
で
、
更
な
る
安
全
活
動
を
進
め
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
 

当
然
の
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
員
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
と
改
め
て
三
ツ
の
約

束
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 一
、
自
分
の
身
は
、
自
分
で
守
る
事
。
 

二
、
や
る
べ
き
事
は
、
や
る
。
や
っ
て
は
い
け
な
い
事
は
、
や
ら
な
い
。
 

三
、
怪
我
を
す
る
事
は
、
さ
ま
ざ
ま
人
に
迷
惑
を
か
け
る
と
い
う
事
を
良
く
事
。
 
 

 
 

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
今
一
度
心
新
た
に
。
安
全
の
基
本
に
立
ち
返
り
、

災
害
と
危
険
の
な
い
、
明
る
く
快
適
な
職
場
を
目
指
し
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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 新年明けましておめでとうございます。   

皆様のおかげで今年も無事に新しい年を迎えることができました。  

新政権発足から一年。出口の見えない閉塞感を抱えていた日本にようやく光が見え始め

た中、2020年の東京オリンピック開催と我々建設業界にも、ようやく追い風が吹いてまい

りました。 しかしながら人手不足による工期の遅延等、新たな試練も待ち受けていると思

います。   

今後訪れるであろう繁忙期に備え、協力会の皆様と一丸となってがんばっていきたいと

思っております。   

今年も気を緩めることなく、常に攻めの姿勢を忘れずに積極的に業務に取り組んで参り

ます。  今一度、皆さんに更なるご協力をお願いいたしまして、 

新年のご挨拶とさせて頂きます。   

     

                                専務取締役    関口 浩司   

 新年あけましておめでとうございます。 

 旧年中は格別のご厚情を賜り、誠にありがとうございました。 一企業の努力だけではカ

バーしきれない世界的な流れの中にあって、あらゆる業種の企業が非常に厳しい状況に

直面しています。 私たち保温業界も例外では有りませんが、今後の景気回復を期待して  

今、出きる事を皆さんと一緒に頑張って行きたいと思います。  

今年は午年、「馬は馬方（専門家に任せよ）」ならば、何事も馬くいく！ 私たちは保温工事

の専門家として、頑張りましょう。 職長会員並びにご家族、関係各位が健康で一層繁栄

するようご祈念申し上げ 新年のご挨拶と致します。   

 

                            常務取締役執行役員    神尾 幸二 
               

 新年明けましておめでとうございます。  

平素は格別のご高配を賜り有難く厚くお礼申しあげます。 

 今年は午年(うまどし)ですが、馬は陰陽道では陽となり火となるということで、 馬力みな

ぎる、勢い溢れる一年になると言われています。 昨年を振り返りますと、一昨年に誕生し

た安倍政権のアベノミクスにより、円安・株高が進み、実体経済の回復はまだまだながら 

何となく景気が回復するようなムードの転換がなされ、また本年４月より消費税率が引き

上げられることにより、 建設業界におきましては昨年１0月以降新規物件数が増加する

など、徐々に明るい話題が多く聞かれます。 

 また、工費の見直し、工程の矛盾、福利厚生費など問題は多々有りますが、良き業界に

なる様、努力は怠らず。 

 希望に満ちた輝かしい新春を迎えるにあたりまして、皆様のご健勝とご多幸を心よりお

祈り申し上げます。  

 

 

                                                         工事営業部 部長    中田 克美 
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新年明けましておめでとうございます。  

旧年中は大変お世話になりました。本年も宜しくお願いします。 2020年東京五輪開催へ

向け、国立競技場を始めとした数々の建設工事が本格化することにより、本年は皆様方

に於かれましては、多忙な1年になることと存じます。 未だ半ばの東日本大震災復興事

業と合せ建設業界は大変な人手不足が予想され、工事全体の遅延による保温工事の

短納期化等、厳しい作業環境を余儀なくされることも多々あることでしょうが、体調管理

に留意し、皆様が無事故無災害で本年を過ごされる様、強く祈念いたします。 図面積算、

見積作成等の業務で社内に居ることが多く、皆様方とはあまり会う機会もありませんが、

何処かで見かけた時にはご厚誼のほど宜しくお願いします。 最後になりますが、2014年

が皆様にとって素晴らしい一年となることをお祈りして、新年のご挨拶とさせて頂きます。 
 

 

                  

                                              総務 積算部     深澤文雄  

新年、明けましておめでとうございます。 

旧年中は、野田工業㈱安全衛生協力会、会員皆様には多大なご協力を頂きまして誠に

ありがとうございました。 

  

昨年を振り返りますと富士山世界文化遺産登録、東京オリンピック開催決定など今後

に明るい兆しをもたらしてくれました。しかし、その一方で、今年４月からの消費税増税

への懸念もあり、依然として景気の不透明感は拭い切れないのが実情です。 

  

さて今年の干支は、午年（うまどし）。古来より馬は縁起がよい動物と言われており、中

でも「左馬（ひだりうま）」は、「うま」を逆さから読んだ「まう」が、祝宴での「舞い」を連想さ

せることから、祝福の象徴とされています。 また、さっそうと駆け抜けるその姿は、力強

さだけでなく美しさも兼ね備え、多くの人々を魅了し、そして、大きな飛躍を期待させま

す。馬を用いたことわざにこんなことわざがあります。『馬には乗ってみよ人には添うて

みよ』意味としては馬には乗ってみなければ、人には寄り添ってみなければ、けして本

当のところは分からない。故に何事も経験せずして批判や評価はすべきでないという意

味があります。わたしはこの言葉を一年のテーマとし日々精進していきたいと思います。 

  

最後になりますが、皆様方に於かれまして、良い一年となりますことをお祈りいたします

とともにご健康、ご健勝を願い、挨拶と代えさせて頂きます。 

本年もどうぞご安全に。 

  

                                 工事営業部   小川 裕二 
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東京五輪、復興の輪・・・    
 

 その年の世相を漢字一字で表す「今年の漢字」。 

2013年（平成25年）は「輪」に決まり、「清水の舞台」で知られる京都市東山区の清水

寺で12日（木）、発表されました。 

「今年の漢字」は、公益財団法人日本漢字能力検定協会の主催で1995年（平成7年）

から始まり、公募して応募数が一番多かった漢字一字を「漢字の日」となる12月12日

に発表しています。ちなみに昨年は「金」でした。 

             

 「今年の漢字」の選定は、1995年から毎年行われており、今年で19回目。揮毫された漢字は、今

年一年の出来事を振り返り、来年の幸せを願う目的で清水寺に奉納。12月13日から12月31日正

午まで清水寺で一般公開される。ネット上の予想も盛り上り、「風」「謝」「倍」「艦」「天」などの候補

が挙がっていた。       
 

最終的に「輪」が選ばれたことについて、森貫主は以下のようにあいさつした。 

「オリンピックが日本に誘致されたという思いが輪になったんだろうと思います。 

輪という字には大勢の方々が加わって円滑に回転していくという意味が込められています。 

『わ』という読みは、平和の和にも通じます。平和な輪のつながりをつくりましょう」 

              

           

H.25年の漢字は「輪」 

    
                   

                                                                    職長会のお知らせ                                                                      
 

                                   ★日時   平成26年2月20日 
 

              

            ★時間      18時00分～ 

                     （30分前から会場に入れますので早めにお越し下さい。）                      

                               

          ★会場    ニュー新橋ﾋﾞﾙ 地下2階 ﾆｭｰ新橋ﾎｰﾙ 

 


